
岡山ため池保全管理サポートセンター
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平成３０年７月豪雨では、県内で４か所のため池が決壊するなど、近年頻発化・激甚化す
る豪雨や大規模な地震による、ため池下流域への被害発生が懸念されています。

このため、ため池を管理されている市町村や水利組合などの方々に対し、専門技術者に
よる相談対応や現場での助言を行うことで、ため池の適正な保全管理や大雨などに対する
安全性の確保に必要な対策を取っていただくため、岡山県からの委託を受けて、県土連内
に設置されました。

令和元（2019）年5月27日 開設

岡山ため池保全管理サポートセンター

岡山県土地改良事業団体連合会 機構図

Ｒ６：５名
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サポートセンターの主な業務

（Ｒ元年度～）
１．電話相談対応（毎週 月・木 曜日）

２．現場技術指導（応急対策、廃止、点検・管理 等）

３．研修会の開催

（Ｒ２年度～）

４．改修・廃止の働きかけ（対策案を市町に提示）

（Ｒ３年度～）

５．劣化状況・豪雨耐性評価調査への協力（ ～Ｒ７年度を予定）

（Ｒ５年度～）

６．フォローアップ（過年度の対策案の検討状況の確認と新たな提案）

７．地元合意形成の支援（地元説明会で技術的説明）
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ため池の適切な保全管理に向けた支援体制の強化

現場技術指導

ため池の適切な保全管理管理に向
けて、管理者からの相談をまずは承
ります。

電話相談

必要に応じて、専門技術者が、現地
でため池の状況をお聞きし、補修や
適正な管理のための助言を行います。

大きく２つの活動
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サポートセンターへの相談状況

（令和元～５年度実績） 〇ためサポ設置当初は、高齢化する地域における管理の方法に
関する相談が多くあったが、市町村からの相談割合が増えてお
り、改修方法などを検討するための技術支援や、改修や廃止の
事業化に向けた相談が増えいる
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【簡易排水装置（サイホン）の貸出】
取水施設の閉塞の調査や、豪雨による裏法面の崩壊

時など、ため池の水位を下げる必要がある際に無動力で
排水が可能な手段の一つとして３基保有しており、R５年度
から貸出を行っている。（R５年貸出実績：１２件）

現地研修会（ため池管理者や市町村職員が対象）

管理に関する研修 ○ 緊急時の応急対応の研修
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○ 管理が不十分なため池が多く存在（堤体に樹木が生長）

○ ため池の耐用年数

◇ため池は土で造られているのでコンクリートに比べ脆
弱と思われているが、江戸時代に造成されたため池
が今でも機能している様に、適切な日常管理を行うこ
とで永く使用が可能となる施設

◇サポートセンターのホームページに「チェックリスト」
や「ため池保全管理のポイント」を掲載し、適正管理
の指導・助言に利用

適切な管理
パイピング発生事例（堤体内に根が伸長）

平成３０年７月豪雨で決壊

◇ため池管理の主体となる農業者が減少[（岡山県：約10万人(H7)→約5万人(R2) ]
◇草刈りなどの最低限の管理もままならないため池が多く存在
◇木の根が堤体内に伸びると、水の漏れる穴（パイピング）が生じ、堤体が決壊するおそれがある
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○ 必要な対策工と
概算事業費を提示

改修・廃止の働きかけ

相談対応や現場技術指導を行う中で、改修や廃止
が必要な防災重点農業用ため池について、市町村に
対し、安全性確保に向けた働きかけを行うとともに、
市町村からの要請を受けて、事業化の参考資料とな
る概算工事費の算定を行っている。

◇漏水や堤体が崩れるなどの変状が生じている
↓

◇安全性確保に向けた対策が必要
↓

◇「改修・廃止工事」or「水位を下げて管理」を選択
↓

◇工事を行いたいが、工事負担金の支払いが必要
↓

◇必要となる概算事業費を提示し、利用者が負担可
能な範囲での対策実施の検討に利用 8



〇県は、「岡山県防災重点農業用ため池に係る防災工事等推進計画（R3年3月）を策定
〇その中で、防災重点農業用ため池の劣化状況・豪雨耐性評価を実施し、改修や廃止など対策の
優先度を定めて、ため池の安全性の確保に取り組む方針

〇県は、劣化・豪雨耐性評価を実施し、防災工事等が必要と判断されるため池を明らかにしているが、
ため池特措法の期限（R１２年）までに集中的かつ計画的に進めるためには、加速化が必要な状況

〇このため県は、市町に対し改修や廃止の技術的支援を強化し、事業実施を積極的に働きかけ

防災・減災対策の加速化

◇市町が実施する地元説明会等に同席し、対策の必要性や工法の技術的な説明を支援する

○ 必要な対策のフォローアップ

○ 地元合意形成の支援

◇劣化状況評価等を踏まえ、下流の安全確保が必要なため池の対応策等を既に関係市町に提案
◇早急な対応が必要であるが、具体的な対策の実施に至っていない状況にある 
◇このため、決壊した場合の影響度を考慮し、対策の検討状況に応じて、水位を下げた管理や、
監視機器の設置、ハザードマップの活用、点検頻度や項目の見直し、改修、廃止、応急措置、
統廃合等の具体的な対策を改めて市町に提案し、早急な対応を働きかける

◇市町に対応状況を確認し、提案した対策が進みにくい場合は、新たな対策の提案を行う
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フォローアップ

ためサポ岡山

農林課 農林課

備中県民局 備中県民局

ためサポ ためサポ

改修
廃止

ため池名
(ため池番号)

変 状 等 の 概 要
対策の実施状
況・見込み

実施に向けての問題点、課
題

必要な対応策
対策の
実施年度

進め方

正木池

(332080158)

四元

檜尾

竹原

改修

・樹木草の成長
・パイピング
・はらみ出し
・洪水吐能力不足
・洪水吐余裕高不足

全面
改修

全面改修：優先度　高

経過観察：断面変形
　　　　　漏水量

・農業利用は有る
が減少している

・洪水吐を下げて貯水量を
減らす対策工事は現実的と
考えられる
・市は現時点で対策を計画
していないので、実施時期
と事業費が課題
・緊自債と補助事業が候補
で、比較を行いたい

【確認事項】
・農業利用の有
・低水管理の有

【対策案：安全性確保】
・洪水吐の切下げ
・漏水は経過観察

最短の実
施の可能
性はＲ７
年度
（緊自債
はＲ７年
度まで）

・市が管理者
に貯水量減の
可能性を確認
・洪水吐切下
げの概算をた
めサポが算定

協　　議　　結　　果
（必　要　な　対　策）

様式１１      フォローアップ調査表【総社市】

ため池の安全性を確保しましょう！

働　き　か　け　協　議　（令和４年２月２５日） フ　ォ　ロ　ー　ア　ッ　プ（令和６年３月１８日）

協議者 協議者

村上課長補佐、藤井技師

藤本副参事（耕地課：谷野総括副参事、模利技師）

細川、竹原
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